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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
本
日
、
無
常
な
り

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
９
５
７
Ｏ

【
作
者
名
】

　
ア
ケ
ザ
キ

【
あ
ら
す
じ
】

　オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
、
短
編
集
。
（
物
置
き
集
？
）

時
々
、
詩
も
入
り
ま
す
。

ア
ケ
ザ
キ
・
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
。

※
ど
な
た
で
も
、
感
想
を
書
け
る
様
に
し
て
あ
り
ま
す
。
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初
め
に
。

こ
ん
に
ち
は
。
ア
ケ
ザ
キ
で
す
。

今
回
の
小
説
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
短
編
集
と
し
て
書
い
て
行
こ
う
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
す
。

私
は
元
々
、
別
の
小
説
を
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
他
に
小
説
の
ア
イ
デ
ア
が

思
い
つ
い
た
の
で
、
短
編
集
と
し
て
載
せ
て
行
き
ま
す
。
（
他
に
は
詩
と
か
も

入
れ
る
と
思
い
ま
す
。
）

も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
中
か
ら
連
載
小
説
に
す
る
事
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
ま
た
、
何
か
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
か
な
り
遅
い
と
思
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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初
め
に
。
（
後
書
き
）

か
な
り
遅
い
更
新
は
遅
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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詩
：
本
日
は
“
真
”
に
晴
天
な
り
（
前
書
き
）

こ
の
物
置
き
集
、
初
投
稿
作
品
に
な
る
詩
で
す
。

色
々
と
恥
ず
か
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
感
覚
を
大
事
に
し
て
創

り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
♪
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詩
：
本
日
は
“
真
”
に
晴
天
な
り

今
日
も
私
は
空
を
見
る
。

今
日
も
私
は
空
を
見
上
げ
る
。

見
て
い
る
空
に
は
何
も
な
い
。

見
て
い
る
空
は
た
だ
蒼
い
色
が
染
ま
っ
て
い
る
だ
け
。

何
処
ま
で
も
、
た
だ
何
処
ま
で
も
、

蒼
い
色
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
。

透
き
通
っ
た
蒼
い
色
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
。

た
だ
た
だ
蒼
い
色
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

私
の
目
が
、
躯
が
、
心
が
、
魂
が
、

そ
の
蒼
に
溶
け
て
い
く
。

あ
あ
全
て
の
人
々
が
、
こ
の
感
覚
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・

・
。

今
日
も
私
は
空
を
見
上
げ
る
。

・
・
・
本
日
は
晴
天
な
り
。
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・
・
・
本
日
は
“
真
”
に
晴
天
な
り
・
・
・
・
。
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詩
：
本
日
は
“
真
”
に
晴
天
な
り
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

凄
く
拙
い
文
章
で
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・
・
。

こ
れ
掲
載
し
て
い
る
時
は
既
に
、
試
験
勉
強
真
っ
只
中
で
頑
張
っ
て
い
る
頃
・
・

・
・
。

ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
、
１
１
月
２
１
日
。
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短
編
話
：
あ
る
少
女
の
朝
（
前
書
き
）

よ
く
あ
る
日
常
の
ひ
と
こ
ま
を
切
り
取
っ
て
み
ま
し
た
。

グ
ダ
グ
ダ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
す
が
、
ど
う
ぞ
。
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短
編
話
：
あ
る
少
女
の
朝

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
・
・
・
・
・
・
。

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
の
、
平
日
の
朝
６
時
頃
の
事
。

？
「
美
雪
ー
！
朝
よ
！
起
き
な
さ
い
！
！
」

少
女
、
美
雪
の
一
日
は
此
処
か
ら
始
ま
る
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

美
「
ふ
ぁ
～
～
～
っ
。
お
母
さ
ん
、
お
は
よ
ー
・
・
・
そ
し
て
お
や
す
み
・
・
・

・
・
。
」

母
「
こ
ら
！
二
度
寝
し
な
い
で
さ
っ
さ
と
起
き
な
さ
い
！
」

美
「
・
・
・
・
・
け
ち
ぃ
～
～
～
・
・
・
。
」

ゆ
っ
く
り
と
掛
け
布
団
か
ら
出
る
美
雪
（
１
４
歳
）
。

母
「
今
日
は
部
活
の
朝
練
あ
る
ん
で
し
ょ
。
行
か
な
く
て
い
い
の
？
」

美
「
・
・
・
い
っ
け
ね
、
忘
れ
て
た
。
」

美
雪
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
る
。
今
日
は
部
活
の
朝
練
が
あ
る
日
な
の
だ
。

そ
の
事
を
母
親
に
言
わ
れ
る
ま
で
忘
れ
て
た
美
雪
。

母
「
朝
ご
は
ん
出
来
て
い
る
か
ら
、
顔
洗
っ
て
き
な
さ
い
。
」

美
「
ふ
ぁ
ー
い
。
」
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－
洗
面
所
－

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
・
・
・
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
・
・
・
・
・

美
「
（
ハ
ー
ァ
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
）
」

バ
タ
ン
ッ
！
！

父
「
美
雪
！
お
は
よ
う
！
！
朝
だ
よ
朝
だ
よ
！
！
」

美
雪
の
父
親
、
洗
面
所
の
ド
ア
が
開
く
と
共
に
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
登
場
。

美
「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
う
る
せ
ぇ
よ
。
」

父
「
え
？
何
が
何
が
？
？
」

足
を
ド
タ
ド
タ
と
鳴
ら
し
な
が
ら
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
美
雪
に
近
づ
く
父
。

美
「
あ
ー
も
ー
っ
！
！
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
そ
の
『
ド
タ
ド
タ
』
止
め
て
く
ん
な
い

！
？
う
っ
と
う
し
い
し
、
下
の
部
屋
の
人
達
に
迷
惑
で
し
ょ
！
！
」

美
雪
は
父
親
に
半
ば
キ
レ
な
が
ら
注
意
す
る
が
、
当
の
父
親
は
。

父
「
え
ー
っ
！
？
美
雪
は
お
父
さ
ん
の
事
嫌
い
？
嫌
い
？
嫌
い
？
」

と
、
し
つ
こ
く
言
っ
て
く
る
。

思
春
期
に
入
り
反
抗
期
を
迎
え
た
娘
に
と
っ
て
、
こ
の
し
つ
こ
さ
は
ス
ト
レ
ス
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に
な
る
。

更
に
朝
か
ら
こ
ん
な
テ
ン
シ
ョ
ン
で
来
ら
れ
る
と
、
余
計
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
原

因
に
も
な
る
。

美
「
も
う
！
！
さ
っ
さ
と
ど
い
て
よ
！
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
し
つ
こ
い
ん
だ
っ
つ
ー

の
！
！
」

美
雪
は
つ
い
に
父
親
に
ブ
チ
キ
レ
る
。

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
父
親
は
。

父
「
酷
い
よ
ぅ
・
・
・
美
雪
酷
い
よ
ぅ
・
・
・
・
・
シ
ク
シ
ク
・
・
・
・
シ
ク

シ
ク
・
・
・
・
」

と
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
自
分
の
部
屋
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

キ
レ
た
美
雪
も
美
雪
だ
が
、
し
つ
こ
い
あ
ん
た
も
悪
い
と
思
う
。

－
ダ
イ
ニ
ン
グ
－

美
「
お
か
ー
さ
ん
。
顔
洗
っ
て
き
た
よ
。
」

美
雪
は
ま
だ
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。

母
「
・
・
・
ま
た
お
父
さ
ん
に
キ
レ
た
の
ね
。
」

美
「
ホ
ン
ト
し
つ
こ
く
て
ヤ
ダ
。
う
ざ
い
。
」

美
雪
は
本
音
が
で
て
い
た
。
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母
「
気
に
す
る
あ
ん
た
も
あ
ん
た
よ
。
あ
ー
ゆ
ー
の
は
気
に
し
な
い
方
が
い
い

か
ら
。
か
ま
っ
て
欲
し
く
て
や
っ
て
る
事
か
ら
。
」

お
母
さ
ん
は
そ
う
言
う
が
、
美
雪
は
。

美
「
ヤ
ダ
。
あ
の
親
父
マ
ジ
最
悪
。
う
っ
と
う
し
い
す
ぎ
。
」

と
、
ま
だ
愚
痴
っ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
や
り
取
り
は
朝
練
が
あ
る
た
び
に
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
最

早
日
常
風
景
の
一
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

母
「
さ
、
気
持
ち
切
り
替
え
て
朝
ご
は
ん
食
べ
な
さ
い
。
」

美
「
・
・
・
は
ぁ
い
。
い
た
だ
き
ま
す
。
」

そ
し
て
美
雪
は
朝
ご
は
ん
を
食
べ
は
じ
め
た
。

－
美
雪
の
部
屋
－

朝
ご
は
ん
を
食
べ
終
え
た
美
雪
は
歯
磨
き
を
し
た
あ
と
、
自
分
の
部
屋
で
制
服

に
着
替
え
る
。

コ
ン
コ
ン
。

母
「
美
雪
。
ち
ょ
っ
と
い
い
か
し
ら
。
」

美
「
何
？
お
母
さ
ん
。
」

母
「
は
い
、
部
活
で
使
う
タ
オ
ル
。
忘
れ
て
た
で
し
ょ
？
」
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母
は
美
雪
に
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
渡
す
。

美
「
あ
、
あ
り
が
と
う
。
（
危
う
く
忘
れ
る
と
こ
だ
っ
た
・
・
・
・
。
）
」

美
雪
は
母
親
か
ら
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
受
け
取
り
、
鞄
の
中
に
入
れ
る
。

美
「
じ
ゃ
あ
お
母
さ
ん
、
行
っ
て
き
ま
す
。
」

母
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
気
を
つ
け
て
行
く
の
よ
。
」

美
「
わ
か
っ
て
る
っ
て
。
」

美
雪
は
鞄
を
持
ち
、
部
屋
を
出
た
。

－
玄
関
－

美
雪
は
靴
を
履
き
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
。

美
「
い
っ
て
き
ま
ぁ
ー
す
。
」

父
「
は
ー
い
。
気
を
つ
け
て
行
く
ん
だ
よ
ー
。
」

美
「
わ
か
っ
て
る
か
ら
ー
。
」

バ
タ
ン
。

そ
し
て
美
雪
は
外
に
出
た
。

－
外
廊
下
－
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美
「
う
わ
ぁ
・
・
・
！
！
今
日
は
凄
い
綺
麗
に
晴
れ
た
な
ぁ
・
・
・
・
！
！
」

美
雪
は
空
を
眺
め
た
。

美
「
（
今
日
は
何
か
い
い
こ
と
あ
り
そ
う
・
・
・
・
・
！
！
）
」

美
雪
は
そ
う
思
い
つ
つ
、
学
校
に
登
校
し
て
い
っ
た
・
・
・
・
・
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終
わ
り
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短
編
話
：
あ
る
少
女
の
朝
（
後
書
き
）

以
上
で
す
。

こ
の
美
雪
の
話
は
、
ほ
ぼ
私
の
実
体
験
が
元
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
私
は
中

学
生
の
と
き
に
、
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
）

思
春
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
父
さ
ん
は
成
長
し
て
い
く
娘
に
か
ま
っ
て
欲

し
く
て
、
朝
か
ら
こ
う
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
多
分
。

（
美
雪
の
父
親
ほ
ど
で
は
無
い
で
す
が
、
私
の
父
親
も
か
ま
っ
て
欲
し
さ
で
こ

う
接
し
て
来
ま
す
・
・
・
・
・
。
良
い
と
こ
ろ
も
在
る
ん
で
す
け
ど
ね
・
・
・
・

・
。
）

そ
ん
な
日
常
の
ひ
と
コ
マ
を
、
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

２
０
１
０
年
１
２
月
１
７
日
。

寒
い
外
の
暖
か
な
空
の
色
と
共
に
。
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詩
：
「
・
・
・
夢
よ
。
」
（
前
書
き
）

「
・
・
・
私
は
今
日
も
夢
を
み
る
。
」
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詩
：
「
・
・
・
夢
よ
。
」

夢
う
つ
つ
。

夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
よ
。

・
・
・
私
は
何
処
に
立
っ
て
い
る
？

・
・
・
私
は
大
地
に
立
っ
て
い
る
。

夢
う
つ
つ
。

夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
に
、

・
・
・
私
は
大
地
に
立
っ
て
い
る
。

・
・
・
地
に
足
を
つ
け
立
っ
て
い
る
。

夢
う
つ
つ
。
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夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
よ
、

・
・
・
私
は
何
故
立
っ
て
い
る
？

・
・
・
何
故
私
は
此
処
に
い
る
？

夢
う
つ
つ
。

夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
よ
、

・
・
・
何
故
私
は
此
処
に
い
る
？

・
・
・
此
処
で
何
を
す
れ
ば
い
い
？

夢
う
つ
つ
。

夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
は
、

・
・
・
私
に
何
も
答
え
な
い
。
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・
・
・
私
に
何
も
語
ら
な
い
。

夢
う
つ
つ
。

夢
う
つ
つ
。

夢
の
夢
の
そ
の
ま
た
夢
で
、

・
・
・
私
は
悟
る
。

・
・
・
い
や
、
悟
っ
て
し
ま
っ
た
。

地
に
足
を
つ
け
立
つ
事
は
、

何
が
あ
っ
て
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
・
・
・
。

つ
ら
い
事
が
あ
っ
て
も
、

く
る
し
い
事
が
あ
っ
て
も
、

・
・
・
夢
（
此
処
）
で
地
に
足
を
つ
け
立
っ
て
い
る
限
り
、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
・
・
・
・
・
。
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そ
し
て
私
は
今
日
も
ま
た
、

目
を
醒
ま
し
、
生
き
て
い
く
。
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詩
：
「
・
・
・
夢
よ
。
」
（
後
書
き
）

寒
い
日
が
続
き
ま
す
ね
・
・
・
。

ど
ー
も
、
ア
ケ
ザ
キ
で
す
。

こ
ち
ら
の
「
本
日
、
無
情
」
で
は
、
久
々
の
投
稿
と
な
り
ま
す
。

い
や
ぁ
・
・
・
本
当
に
寒
い
日
が
続
く
と
辛
い
で
す
・
・
・
（
特
に
、
学
校
に

行
く
と
き
と
か
）
。

さ
て
、
今
回
の
詩
「
・
・
・
夢
よ
。
」
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

一
応
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
分
の
命
と
は
何
か
？
」
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

「
命
」
っ
て
何
か
こ
う
・
・
・
何
処
か
儚
く
て
、
大
切
な
も
の
だ
と
み
ん
な
知

っ
て
い
る
。
な
の
に
見
落
と
し
が
ち
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

ま
し
て
は
「
自
分
の
命
」
と
は
何
か
？
・
・
・
今
回
の
詩
は
こ
れ
を
伝
え
た
い

ん
で
す
。

こ
の
詩
を
読
ん
で
、
も
う
一
度
「
自
分
の
命
と
は
何
か
」
を
考
え
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

け
れ
ど
ま
だ
ま
だ
拙
い
文
章
能
力
な
の
で
、
伝
わ
り
づ
ら
か
っ
た
ら
本
当
に
ご

め
ん
な
さ
い
・
・
・
。
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２
０
１
１
年
１
月
２
２
日
。

凍
て
つ
く
様
な
寒
さ
と
昼
を
暖
か
く
照
ら
す
太
陽
、
そ
し
て
夜
を
静
か
に
見
守

る
月
と
共
に
。
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詩
：
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
（
前
書
き
）

前
回
投
稿
し
た
「
・
・
・
夢
よ
」
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

作
り
は
一
緒
で
す
が
、
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
も
の
は
違
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
。
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詩
：
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

人
は
何
か
し
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
る
。

私
も
持
っ
て
い
る
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

人
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
持
ち
、
そ
れ
を
ふ
る
う
。

私
も
ふ
る
う
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
人
を
縛
る
。

自
分
を
他
人
を
世
界
中
を
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
は
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
、
何
処
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
・
・
・
。
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エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

何
で
み
ん
な
は
争
う
の
・
・
・
？

何
で
み
ん
な
は
い
が
み
合
う
の
・
・
・
？

ド
ウ
シ
テ
ワ
カ
リ
ア
エ
ナ
イ
ノ
・
・
・
？

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

エ
ゴ
イ
ズ
ム
。

今
日
も
人
は
エ
ゴ
で
動
く
。

私
も
エ
ゴ
で
動
い
て
く
。

－
－
－
世
界
中
が
動
い
て
い
く
。

み
ん
な
・
・
・
み
ん
な
・
・
・
み
ん
な
。
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詩
：
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
（
後
書
き
）

ア
ケ
ザ
キ
で
す
。

今
回
は
『
エ
ゴ
イ
ズ
ム
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
エ
ゴ
と
エ
ゴ
」
。

観
点
は
「
自
分
か
ら
見
た
エ
ゴ
と
の
関
係
」
で
す
。

「
・
・
・
夢
よ
。
」
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
書
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
伝
え
た
い
事
は
違
い
ま
す
。

「
・
・
・
夢
よ
。
」
で
は
“
命
”
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、
こ
の
『
エ
ゴ
イ

ズ
ム
』
は
“
エ
ゴ
”
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
か
ら
書
い
た
作
品
で
す
。

そ
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

２
０
１
１
年
２
月
１
１
日
。

漆
黒
の
夜
に
舞
う
白
雪
と
共
に
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

本日、無常なり
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Ｐ
Ｄ
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